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この文書の目的は、 

現職場における私へのパワーハラスメント（イジメ）に

対する、救済のお願い 

です。 

 

この文書の取り扱いについては、下記の意味において、慎重にお

願いいたします。 

 

この文書の存在および、内容のすべてまたは一部が、学校現場関

係者に知られないようにお願いいたします。 

それは、どのようなルートで、土居中の 5 人（校長、教頭、教務、

学年主任、同推）に流れるか分からないからです。 

そして、彼らがそれを知った場合に、私に対するパワーハラスメ

ント（イジメ）が、今後、よりいっそう陰湿に、かつ悪質になる恐

れがあるからです。 

 

土居中管理職と接触する折、もしも私のことが話題に上がる場合

には、「本人（やその妻）が（パワーハラスメントについて）こう

言っていた」というようなことは、おっしゃらないようにしていた

だけたらと思います。 

 

よろしくお願いいたします。 
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１１１１. . . . ３月～４月当初の病状３月～４月当初の病状３月～４月当初の病状３月～４月当初の病状    

    

    

昨年秋より、心身症の症状が出て悩まされるよ

うになったが、主治医はそれは「うつ病の好転」

のしるしだと説明してくれた。 

体は苦しかったが、「順調によくなっている」と

の主治医の言葉に励まされ、１日１日を乗り越え

ていた。 

 

そんな中で、突発性難聴を発症し、３月２０日

から３月３０日まで入院することになった。入院中、

自律神経やホルモンバランスの異常が一層ひど

くなり（ステロイド剤の影響と思われる）、ほんのか

すかな空気の流れに対しても体が過敏に反応し

て冷えてしまい、また異常発汗のため拭いても拭

いても汗は止まらず、さらに体温が下がってしま

うという悪循環を頻繁に繰り返すようになってしま

った。 

体が冷えた状態を放置しておくと、そこから鬱

に陥ることを今年の１月に体験したため、これに

ついては十分注意するように主治医から言われ

ていた。 

 

主治医は、自律訓練法を教えてくれた。これを

マスターしたおかげで、異常発汗が始まっても、

しばらく体を横たえて自律訓練法をやれば異常

発汗も収まることが分かった。 

 

こんな状態だったので、妻は心配して、「辞令

を代わりに受け取りに行く」と言っていた。けれど

も、今年こそは完全復帰を果たしたいと思ってい

たので、自分で取りに行った。 

ここから土居中における勤務がスタートした。 
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２２２２....    土居中で受けたパワーハラスメント土居中で受けたパワーハラスメント土居中で受けたパワーハラスメント土居中で受けたパワーハラスメント    

 

４月２日（月）４月２日（月）４月２日（月）４月２日（月）        

妻に運転して行ってもらう。９時10分ごろ校長

室に呼ばれる。教頭と教務が同席。 

「先生には、３年生の数学を持ってもらおうと思

っとる」と言われる。大変うれしい気持ちと、今の

体の厳しい現状とを伝える。 

この日の印象としては、どちらかというといい方

だった。私の方の現状を伝えたとき、校長はしば

らく「うーん」という感じで黙り込んだ。受け止めて

くれたのだと思った。しかし、私が「自律訓練法を

やれば対処できるので、土居中でそれができる

ような一人こもれる部屋はないでしょうか？」と聞

いたとき、それに対する答えはなかった。また「みみみみ

んなにもいろいろ受け持ってやってもらいよるきんなにもいろいろ受け持ってやってもらいよるきんなにもいろいろ受け持ってやってもらいよるきんなにもいろいろ受け持ってやってもらいよるき

ん、先生だけなんちゃせんとおる、いうわけにはん、先生だけなんちゃせんとおる、いうわけにはん、先生だけなんちゃせんとおる、いうわけにはん、先生だけなんちゃせんとおる、いうわけには

いかんしな。いかんしな。いかんしな。いかんしな。」といった。 

 

この日帰宅して、「やっぱり私の状態を教職員

全員に伝えておくあのプリントを作って配布した

方がいい」と思った。それで作り始めたが、途中

で疲れたので打ち切る。 

 

４月３日（火）４月３日（火）４月３日（火）４月３日（火）        

この日も妻に運転していってもらう。この日は冷

えた。朝校長と学年主任に、昨日作ったプリント

『うつ病とともに』、『私のうつ』を渡す。それと「職

員会、途中で出させてもらいます」という。青い毛

布をかぶって職員朝会に出た。それから会議室

へ行く。会議室へ着くなり、上半身の服を着替え

る。着替えがその１枚しかなかったので、妻に電

話して持ってきてもらうように頼む。 

９時から職員会。自己紹介。前任校でうつ病を

発症してまだ寛快していないということ、今度こそ

教壇に立って生徒と授業をやりたいということな

どなど伝える。 

９時半ごろ会議室を出て妻に乗せて帰ってもら

う。気分悪くなる。自律訓練法をする。何とか元

気を取り戻し午後また運転してもらって学校へ行

く。１３時３０分から校長室で学年会。校長にお礼

を言う。その反応が冷たいのが意外だった。校長

「学校内におるんかどこにおるんか分からんけん、

どこにおるんかをはっきりさしてな。」 

 

 

４月２日、３日と初顔合わせから２日間の間で、

親身に病状を気遣って声をかけてくれるようなこ

とは一度もなかった。伝える必要があるからと思

って伝えようとしても、すぐに目をふせて自分の

仕事を続けるので、「忙しい時に迷惑をかけては

いかんかな？そのたびに、いちいち校長に相談

したりせずに、自分で考えて身体の対処をして

いかないかんかな？」と考える。 

 

 

４月４日（水）４月４日（水）４月４日（水）４月４日（水）        

８時２５分、校長室へ行き、 

○今日職員写真に出てみようと思うこと（体が冷

えるので、職員写真には出られない事を昨日

伝えていたので）。 

○職員会は出られなくて帰るだろうこと。 

を伝え、 

○どこか、ひとりで静かにこもって休めるような場

所がないかということ。 

○職員会議中、リクライニングの椅子に座るとか

床に横になるとかしてもいいかということ。 

を訊く。 

私の今後の体調にとって最も大切な、《静かに

休めるような場所》については「ないなあ」と一

言。 

職員会議中のことについても「ちょっと目立つ

けんなあ（ダメ）。」昨日の印象と同じだった。 

職員写真のとき、何人かの先生が声をかけてく

れたのが嬉しかった。これまでの、校長、教頭、

教務の冷たい反応とはまるで違っていて、土居

中へ来てはじめてほっとした。 

    

４月５日（木）４月５日（木）４月５日（木）４月５日（木）        

年休。中央病院耳鼻科で診察。4000デシベル

のところが相変わらず聞こえない。通院は継続、

薬も継続とのこと。 
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４月６日（金）４月６日（金）４月６日（金）４月６日（金）        

年休。大阪のやまもとクリニックへ行く。一番聞

きたいことは、「少々ムリをしてもいいのか、それと

もこれまでどおりムリはしてはいけないのか？」と

いうことだった。ムリはしてはいけないとのこと。 

 

４月８日（日）４月８日（日）４月８日（日）４月８日（日）        

どんなに考えてみても、新任式でスーツでステ

ージに立って挨拶をできると思えない。それほど、

体の状態はひどい。防寒着を着たままでもいい

かどうか、校長に頼んでみるしかない。 

 

４月９日（月）４月９日（月）４月９日（月）４月９日（月）        

起きる時刻をできるだけ遅くし、下着を何枚も

重ね着し、防寒着を着こんで家を出る。新任式。

防寒着を着たままステージに上がれないかどう

かを聞く。しかし、「防寒着を着たまま体育館に

入ってはならない」との答。なんとか挨拶をし終え

てすぐに降壇する。 

ようやく昼休みになって、家に帰り汗を拭くが、

異常発汗が収まらず４時頃まで拭いたり着替え

たりを繰り返す。 

 

４月４月４月４月10101010日（火）日（火）日（火）日（火）        

８時３０分学校に着く。第２校時に予定されてい

た学年集会が、第１校時に変更になったとのこと。

汗が出ていたので、すぐジャンパーを脱いで着

替えようとする。その時教頭が、 

教頭「河村先生、昨日何時に帰った？」 

私「えーと、１時前」 

校長「ちゃんと言うてから帰ってな。」 

私「ハイ。」 

校長「それ着替えるのも更衣室で着替えるよう

に。」 

そのとき私は、学年集会に遅れないようにと急

いで着替えていた。また、この時点では病休など

取ろうとは思ってもない（自分のペースでゆっくり

やれるのなら問題なく更衣室でできるのだが）。

そうすると、私の体の状態についてはきちんと知

ってもらっておかなければ、今後やっていけない

だろう。そう感じた。まだ、私の体は普通の状態

には回復していない。 

これまで、そのことで、ゆっくり校長に話をした

かったのに、聞こうという姿勢のかけらも見せてく

れなかった。私は気を遣いながら、「そういう私の

個人的なことを聞いてもらうと時間がかかる、迷

惑がかかるから、この忙しい時に、やっぱり事務

的に用件だけ伝えたほうがいいんだろうか？」そ

う考えていた。 

けれども、その時、「これはきちんと伝えておか

なければいけない」と感じて校長に言った。 

私「そのことも含めてお話ししたいから、校長先

生、あとで時間とってください。２時間目かまんで

すか？」 

そして学年集会で生徒に挨拶をする（これも、

あとで１学期中、教頭が揚げ足取り使うことにな

る）。 

２時間目。 

初めて校長に一対一で、話を聴いてもらえた感

じがした。けれどもここでも異様なことがあった。

私が２時間目に校長室へ入ろうとすると、すでに

教頭と教務が校長室にいて、同席しようしていた。

私は校長と一対一で話をしたいからと言って教

頭と教務の同席を断った。 

まるで、校長のボディーガードでもしてるかのよ

うな教頭と教務の動きに大変異様さを感じた。そ

れと、そこまで私が言わなければ、胸を開いて聞

こうとはしない校長の態度にも、今後の勤務に対

して何か不安なものを感じた。 

 

この日は、嵐のような日だった。この後校長室

を出てきた私に、学年主任が、「ちょっと」と声を

かけてきた。学年主任に導かれるままに更衣室

に入る。私のことを心配して話を聞いてくれるの

だと思った。それで私は苦しい自分の病状など

を話した。それを聞いてくれていると思っていた。

ところが途中からどうも感じがおかしい。 

私「結局俺のことを心配して話聞いてくれよるん

ではなくて、学年主任として『ちゃんと勤務せえ』

ということを言よんかい？」 

と聞くと肯定も否定もしなかったので、もう一度聞

くと「そうだ」といった。 

 

この日は、校長、教頭、教務そして学年主任か

ら一斉に責め立てられたような１日だった。帰りな

がら車の中で、「退職するしかないんか」と胸が
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詰まるような感じがした。《退職》という文字が大き

く頭の中にのしかかってきた。重苦しくて、鬱が

ひどかったときのような悲壮感がまた胸の奥から

上がってくるような感じだった。 

帰宅してにすぐ病院を予約してもらい、翌日行

くことにした。 

 

４月４月４月４月11111111日（水）日（水）日（水）日（水）        

妻に乗せてもらって三豊総合病院に行く。 

ドクターは 

「このまま行けば鬱にまた陥るでしょう。病休を

取ったほうがいいでしょう。」と言い、主治医と相

談する事を強く勧めた。 

帰宅してすぐに、大阪のやまもとクリニックを予

約する。 

 

４月４月４月４月13131313日（金）日（金）日（金）日（金）        

大阪のやまもとクリニックに行く。診察。主治医

も、病休を取ることを勧めた。主治医は病休を１

ヶ月ほど取ることを勧めたが、私がどうしても授業

に復帰したいと言ったので、「２週間病休を取っ

た後時間休で病休を取りながら様子を見よう」と

いうことになる。また、「病状にとって危険な人と

の接触はできるだけ避けるよう」に言われる。診

断書をもらって帰る。 

１８時過ぎ、学校に電話。管理職はいなかった

ので学年主任が出る。学年主任に診察結果を伝

える。その時、学年主任から、私が『TTではなく

少人数で授業に出るように』と県からTTの差し戻

しがあったことを聞く。そのことを聞いた時とても

嬉しかったので学年主任に気持ちを語ったが、

通じなかったので、後悔した。 

 

 

４月４月４月４月26262626日（木日（木日（木日（木））））        

５月１日から少人数学級で私が授業することに

なっているので、授業の打ち合わせをするため

に学校へ行く。妻に乗せていってもらう。まだま

だ、体温の調節異常が続いているので、防寒着

や毛布などを持っていく。せいぜい２０分くらいだ

ろうと考えていた。 

１３時３０分。校長室にて。校長に挨拶。教頭が

いきなり妻と私の前に座って、プリントを広げて解

説し始める（２０分から３０分）。想定外だった。体

が冷えてかなり参ってくる。どうしても冷えて防寒

着だけでは間に合わないので途中から毛布をか

ぶって話を聞く。その後、同推と教務から、数学

の授業について説明を受ける。この時、はじめは

二人とも好意的だったと思う。しかし、私の体の

方は限界に近づいている。それでも、私にとって

授業に必要なもの（生徒のふりがなを書いた名

簿など）がなかなかもらえない。それで、『同和教

育』という言葉を出して苦しい状況を分かって欲

しいと訴えた。その時、突然教務と教頭は怒り出

し、苦しい私もそれに応戦し、妻はオロオロする、

校長は何も言わない、そんな状況になってしまっ

た。１時間以上。疲れ果てる。体調がこんなので、

「授業が安定して続けられるようになるまでは、８

時半に出勤して授業のみやる」ことの了承を貰

う。 

 

４月４月４月４月27272727日（金）日（金）日（金）日（金）        

中央病院耳鼻科、診察。薬が１つ（プロサイリ

ン）減った。抹消血管拡張剤なので、これが１つ

減ることにより、異常発汗が和らぐのではないか

と期待できる。 

 

４月４月４月４月30303030日（月）日（月）日（月）日（月）        

学年主任から電話あり。ベッドに横になったま

ま話をする。いつもの口調で、こちらを心配して

いるようなことを言いながら、実は「４月２６日に校

長室で怒鳴り合ったことに対して謝れ」というのが

目的だったようだ。明日から授業なので、生徒に

ついて配慮するようなことを教えてくれるのかと思

ったら、それは全然なかった。（現在に到るまで

生徒の配慮事項はまったく教えてくれてない。） 

    

    

５月２日（水）５月２日（水）５月２日（水）５月２日（水）        

授業復帰第１日目。妻に乗せていってもらう。 

朝８時３０分、学校到着。職員室に入ると教務

がいたので、私は「こないだ、ごめんよ」と言った。

しかし教務は「なぁに言よん！」とイヤらしそうに

言っただけだった。教務も、それからは私が避け

なければならない人物となる。 
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１時間目３年５組。とても楽しく授業ができる。生

徒との出会いに感謝。９時３０分待機していた妻

の車で実家へ走り、素早く着替えて横になって

休む（３０分間）。学校に戻って、３時間目３年３

組、４時間目３年２組。どちらも楽しい。１２時５０

分帰宅。昼食をとって休む。１４時２５分、学校着。

６時間目３年１組楽しい。１５時３０分に学校を出

る。１６時帰宅。 

学校内で体を横たえて休むことを許されてない

ので、妻がいなければ、この日はとても１日やりこ

なせなかっただろう。妻は何度も自宅との間を往

復。この１日だけで百キロ以上走る（妻による送り

迎えは、結局１学期いっぱい続くことになる）。 

 

５月３日（木）５月３日（木）５月３日（木）５月３日（木）        

授業復帰第２日目。妻に乗せていってもらう。

朝、何人かの先生が声をかけてくれる。元気が

出る。ありがたい。 

１時間目、３年４組。３時間目、３年３組。どちら

も楽しかった。１時間と３時間の間は、昨日のよう

に妻に運んでもらって実家へ行って体を休める。 

 

 

５月７日（月）～５月２５日（金）５月７日（月）～５月２５日（金）５月７日（月）～５月２５日（金）５月７日（月）～５月２５日（金）    

毎日、とても楽しく授業ができる。学校で横にな

ることができないので、印刷など授業の準備は全

て家でやる。 

 

５月２３日（水）５月２３日（水）５月２３日（水）５月２３日（水）        

夜、かなり強い耳鳴りがあった。５月２５日に中

央病院で診てもらうと、「いちど神経を痛めている

から疲れると耳鳴りとか出やすい。聴力がまた落

ちることがあるので要注意。おかしいときはまた

すぐに病院に来ること。疲れる前に休むように」と

のこと。 

 

５月２８日（月）５月２８日（月）５月２８日（月）５月２８日（月）        

朝、校長に「今週は午前中４時間は毎日勤務

できるようにしたいと思っている」ということを伝え

る。 

 

 

この週は、実際に午前中学校に居ることができ

た。ここまでは、私の病状にとって危険な人物と

の接触もそれほどなく、私は次第に学校に安心

して居れるようになってきていた。 

 

 

 

ここまでを振り返ってみる： 

 

※ 年度当初に強い不理解や冷たさに直面し、

その結果病休をとらざるを得なくなったり

もしたが、授業についてはとても順調に復

帰することができた。主治医はこれを「奇

跡的です」とまで言ってくれた。体調は相

変わらず悪いが、生活のリズムが授業を

中心に定着してきて、朝は８時１５分には

職員室に入り、服装もきちんとして教室に

行って、１週間、２週間とやりとおせる週

が増えていった。 

 

※ 自然の家の頃まで、毎朝、校長に「来まし

た」という報告を欠かさずにしていた。私

が授業にのみ出るということは校長も了

承済みだったので、報告の必要はなかっ

た。そして、そのような指示もされてはな

かった。ただ、初めのうちは、私が本当に

授業に来れるのかどうかをかなり心配し

ているようだったので、学校に着いたら真

っ先に校長室へ報告をするようにしてい

たのだ。けれども２回か３回、朝挨拶に行

ったとき外部のお客さんが来ていることが

あって、毎朝の報告はかえって迷惑がか

かるのかなと思ったりもした。 

 

※ 学校との対応は、私に代わって妻が全面

的にしてくれていた。そして、必要がある

たびに妻は校長に連絡を取って学校へ出

向き、校長室へ行って直接話をしていた。 

 

※ そして、この週（５月２８日～６月３日）の

間に、本格的なパワーハラスメントの動き

が表面化してきていたようだ。妻も私も、

まだパワーハラスメントを受けているとい
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う認識は持ってなかった。妻はまだ、校長

を信頼していた。そして、せっかく私が順

調に波にのってきているのに「ここでそれ

を崩してしまってはいけない」と心配して、

教頭の「本人（私）に伝えろ」という要求に

対しても、「できない」と判断されることは

はっきりと断っていた。 

 

※ 上記の理由で、ここから７月上旬までは、

妻の記録の方が詳細である。したがって、

それらについては、妻の記録の方にゆだ

ねるとして、ここでは、私に直接降りかか

ってきたもののみを記載していく。 

 

※ なお、睡眠導入剤は通常の量では効かな

くなり、この週からずっと倍量をのむように

なった（主治医の指示）。授業が順調にで

きるようになったとはいえ、その準備など

も含めると過労気味であった。 

 

※ パワーハラスメントについては、管理職だ

けではなく、教務、学年主任も関わってい

たが、この頃より、同推も加わるようにな

ったと感じる。数学の授業に必要な情報

が一切回ってこなくなったのだ。生徒に直

接関わることだけに、それを補充するため

に苦労した。これが表面化したのは、５月

２６日（金）の第３限３年２組で中間テスト

を返す予定で教壇に立っているときに、突

然同推がやってきて、「問題別に正誤を控

えておいてくれ」と言って来たのだ。このよ

うな『突然の指示』が、このあと重要な場

面で繰り返し行われるようになる。 

 

※ 中間テストの問題用紙も（期末テストの

も）テストが終わるまでは見せてもらえな

かった。中間テストのとき採点していて、

作成ミスで１０２点満点になっていること

が分かった。が、それについても一言も言

ってこない。こちらで判断して動くしかなか

った。  期末テストのテスト範囲も教えて

もらえない。さらには一度出しているテス

ト範囲をその週末に変更してそのことも教

えてはくれない。評定締切日の前日にな

って、「評定は自分が出すから（？）これこ

れの資料を出せ」と言って来る。必要な情

報をシャットアウトしておいて、締め切り直

前になって指示を出してくる。言われると

おりにやっていたら、間違いなく倒れてい

ただろう。 

 

    

５月３１日（木）５月３１日（木）５月３１日（木）５月３１日（木）        

１４時から１５時３０分。市教委にて。教育長さん

と次長さんが、話を聞いて受け止めてくださる。

ありがたい。感謝。心がホッと安心した。久しくこ

の感覚がなかった。それほど、現場での緊張は

大きかったと思う。 

 

 

 

６月４日（月）６月４日（月）６月４日（月）６月４日（月）        

朝、教務から悪質な差別発言を受ける。 

私の後ろを通りながら、 

教務「先生、ボーナス出るんじゃけん、学校残

らんと帰ってくれてもええけんな。」 

顔を上げて振り返ってみると、その場にいた教

員がこっちを見ている。反対側を振り返ると、教

務がこっちを見ていた。そこで、私に言ったのだ

と分かり、イヤ～な感じがする。 

黙っていてはいけないととっさに感じ、 

私「そのことは、そうなっとるらしいで」と言う。 

すると、教務は「アアーッ！！ほうで！！」とあ

てつけるように言って、洗面台の方へ行った。私

は席を立って教務の方へ行きながら「知らんみた

いじゃけど、ボーナスは減るんよ」と言う。すると、

教務はなにやらわめくような声を出した。今回は

私も声を大きくしてそれを制する。そのまま大変

動揺した心を抱えて授業に行く。 

 

 

※ この教務の発言は今の土居中の現状を

よく表している。まず、これを言い換えれ

ば、「あいつは、校務を何もせんと、ボー

ナスはたくさん貰いよる。」となる。それを

わざわざ他の同僚の前で言うことで、何も

知らない人は「あいつはボーナス貰うため
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に学校に残っとんか」と思うだろう。この見

方は、「あいつは、校務ができるくらい元

気なのにそれをせん」という偏見に基づい

ている。うつ病は本当に治るまでには数

年～十年の時間がかかるそうだ。一度う

つ病を患った者は、以前は平気でできて

いたことがまったくできなくなる。それをひ

とつひとつ、取り戻していくのだが、慎重

にやらなければ、倒れてしまう。時間がか

かる。徐々に勤務時間を増やして慣らし

ていくことが必要である。職場復帰のため

に非常に大切な《スモールステップ》をさ

えも取り上げようとしている。「ボーナス出

る」とわざわざ他人に聞こえるように言っ

てますます苦境に立たせようとすることと、

「学校に残るな（来るな）」ということの２重

のイヤガラセを含んでいる。 

 

※ このイヤガラセと同質の言動がこのあと

前述の５人からたびたび行われるように

なる。 

 

 

 

６月６月６月６月８８８８日（日（日（日（金金金金））））        

第４限が終わって、迎えに来た妻が、通用門の

ところに車を止めて、「ちょっと用事があるから」と

いって学校に入って行った。それについて聞い

ても妻は語らなかったので、それ以上は聞かな

かった。帰宅して食事をしているとき、妻が言葉

を選ぶように「実は」と話し始めた。「服務のことで

報告をせないかんと言われて私がするようにした

から」とその日の出来事を話してくれた。いまひと

つピンと来ないものがあった。が、私は突然不安

定になり、「それは教頭が言うたんやろ！そんな

ことしよったら、次は俺が教頭に言いにいかない

かんようになる。ドクターもそれは避けないかんっ

て言よるやんか！それはできん！」と、妻に言う。 

妻はどうしようもなくなったのだろう、「委員会へ

行く？」と言った。「すぐ行こ！」と私。妻は委員

会へ電話する。市教委で、話を聞いて受け止め

てもらえて、救われる。 

※ ６月１日に校長室であった出来事につい

て、ずっと妻はくわしくは語らなかった。つ

い最近（先週）、やっとくわしく全部話してく

れた。妻は、その事を聞いて私が不安定

になってせっかくいい感じで授業ができて

いるのにそれができなくなってはいけない

と心配したのだ。懸命な判断だったと思

う。 

 

※ それでも私は不安定になった。それは、４

月２６日時点で「体が安定するまでは授業

のみ出る。そして徐々に勤務時間を増や

していく」ということを校長も了承していた

からだ。１ヶ月間、朝８：１５には私が職員

室に居るのを校長も教頭も毎朝見ていな

がら、あえて「報告せよ」というその配慮の

なさ。そこに、圧力を感じたからだ。 

 

※ また、折角午前中いっぱい学校に居れる

ようになってきていたのに、「それを出勤と

は認めない。病休にせよ」という命令が出

たこと。とても割り切れぬ思いを感じた。 

 

※ この時点では、パワーハラスメントを受け

ているという確たる認識は、まだなかった。

確信を持ったのは７月10日から後である。 

 

 

６月６月６月６月８８８８日（日（日（日（金金金金））））～～～～６月６月６月６月21212121日（日（日（日（木木木木））））        

妻は毎日、「来ました」と「帰ります」を事務室に

報告していた。途中、数回私が運転して自分で

行った日があって、私が報告したこともある。その

とき、事務室の方の顔に「えっ？」というような表

情があったので、やっぱり報告は妻にしてもらう

ことにした。 

    

６月６月６月６月19191919日（日（日（日（月月月月））））        

第１限。授業の最初に生徒にテスト範囲が出て

いるのかどうか聞くと、出ていた。見せてくれた。

第２章の章末問題までが範囲になっておりテスト

前日にやっと２章最後の内容をやるクラスがある

のに、無茶だと思った。この夜からテスト勉強用

のプリントをつくる。オーバーワークになった。 
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６月６月６月６月21212121日（日（日（日（木木木木））））        

事務長さんは、妻や私の報告の件について、

校長から何も聞いてなかったそうだ（妻が確認し

て初めて、そのことが分かる）。それで「事務長さ

んはどうしたらいいのか分からなくて困っていた

そうだ」と妻から聞く。 

    

６月６月６月６月22222222日（日（日（日（金金金金））））        

中央病院耳鼻科。4000Hzは聞こえないままだ

が、ひとまず通院は終了。抹消血管拡張剤も終

了。 

    

６月６月６月６月27272727日（日（日（日（水水水水））））        

期末テスト用紙を取りに行く。模範解答はある

が、問題用紙はない。生徒にコピーさせてもら

う。 

 

６月６月６月６月29292929日（日（日（日（金金金金））））        

大阪、やまもとクリニックへ行く。診察。授業で

生徒と心の交流ができていることについて喜ん

でくれる。このように授業に復帰できたことは《奇

跡的》で、《予想以上に順調だ》と言ってくれる。 

しかし、睡眠導入剤を通常の倍量呑んでも入

眠できなくなっていることに対しては険しい表情

で、《危険な状態》だと言われる。仕事は計画的

に早め早めに少しずつ片付けて置くように言わ

れる。睡眠導入剤は新しいものを追加される。 

 

 

６月６月６月６月30303030日（日（日（日（土土土土））））、７月１日（日）、７月１日（日）、７月１日（日）、７月１日（日）        

丸一日休むが、気分が沈む。 

 

７月２日（月）７月２日（月）７月２日（月）７月２日（月）        

朝、背中から気分が悪くなり、保健室へ行って

シップを張ってもらう。 

 

 

７月７日（土）、７月８日（日）７月７日（土）、７月８日（日）７月７日（土）、７月８日（日）７月７日（土）、７月８日（日）        

評定完成。汗が出る。体が冷える。気分が沈む。

軽度の鬱状態。 

 

７月９日（月）７月９日（月）７月９日（月）７月９日（月）        

朝、同推より期末テストの採点基準がちがって

いたことについて苦情を言われる。私も説明して

いたが、一方的に「模範解答に従ってもらわなけ

れば困る」と言うばかりなので、ついに双方声を

荒立てて言い合うことになる。この日も、動揺した

まま授業に上がる。 

この朝、問題別の正誤を出せと言われ、まだ打

ち込んでなかった中間テストの正誤を夜、打ち込

む。疲労は限界。 

 

 

７月７月７月７月10101010日（火）日（火）日（火）日（火）        

評定締切日。朝、「とにかくこれだけは書き上げ

るまでは倒れられない」という思いで、成績一覧

表に書き込む。問題別の正誤は同推の机上に

出す。帰宅するなり、気分が悪くなって、寝込

む。 

この日午後、評定のことで学年主任から電話が

あったらしい。妻は途中から怖がって電話は取ら

なかったそうだ。まさかと思ったが、学年主任は

家までやってきて玄関で３０分ほど大声を上げて

いた。２階で寝ていた私は、またその声で不安定

になり、とうとう降りて言って「帰れ！」と言う。 

夜。妻は、「校長に相談してみる」といって校長

の自宅に電話するが、「当事者同士で話をせよ」

と言うだけで、あとは沈黙だったらしい。 

パソコンは起動しなくなっていたので、学年主

任に「データを取り出せない」と電話すると、「こち

らでやります」との返答だったらしい。 

 

※ つらい厳しい一日だった。本当にまた鬱に

落ち込んでしまうのではないかと、恐ろし

かった。実際、あの学年主任の態度は、

これまでの土居中でのパワーハラスメント

を凝縮させているかのようだった。すなわ

ち、「役に立たない教員は要らない。言う

とおりに従わない教員は潰す。」そんな感

じをまともに発散させており、妻が怖がる

のももっともだ。３０分大声で怒鳴り散らし

ている間、「どんな調子ですか？」の一言

もなかったそうだ。 
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※ この、《人を人とも思わぬような冷たい感

じ》と言うのは、振り返ってみると、土居中

の５人（校長、教頭、教務、３年学年主任、

同推）からは、さまざまな形で受けてきた。

それについては、４月２日からずっと一貫

している。 

 

 

７月７月７月７月11111111日（水）日（水）日（水）日（水）        

朝、妻が校長に「今日は病休で休む」旨を伝え

たとき、校長は始めて「評定はあれではいけない。

出てきてやり直してもらわなければ困る」と態度を

はっきり出してきたそうだ。 

ドクターに相談。「そんな状態でそんなところへ

行かせてはいけない。」とドクターは怒った。 

妻は校長に電話。このとき始めて、校長は声の

調子が厳しくなり、そのような姿を妻に見せた。 

妻はその後、泣く。 

 

 

※ この時、私は、妻が本当にうつ病を発症し

てしまうのではないだろうかと心配になっ

た。４月から、家のこと、子供のこと、そし

て私の送り迎えなど、すべてを一身に引

き受けて妻はがんばってくれている。明ら

かにオーバーワーク。.そばで見ていて私

は思う。しかし私はどうすることもできない。

それ以上に、妻は、私に代わって、パワー

ハラスメントの波も防波堤として受け止め

てくれていた。これまで何度も、話をして

いる途中で泣き出すことがあった。神経を

痛めているに違いない。私は自分の体験

から、わかる。過労が重なっているところ

へ、信頼したり信頼したいと思っていた人

から手のひらを返されるようなできごとが

あったときに、うつ病発症の引き金が引か

れるのだ。 

 

 

７月７月７月７月12121212日（木）日（木）日（木）日（木）        

朝９時、市教委へ行く。クーラーがついてなくて

助かった。妻は悲壮な面持ちで、「最悪の場合

行政処分があるかもしれんね」と言っていた。 

この日のことは忘れられない。 

私たち夫婦の思いを教育長さんと次長さんが

受け止めてくださったことで、本当に救われた。

妻に明るさが戻ってきた。 

夜、『数学だより』の最終号（No.7、8、9、10）を

仕上げる。１週間ほど前から作りかけてはいたも

のの、体調が悪いので出せないだろうと思ってい

た。しかし、４月からの３カ月振り返って、生徒と

楽しく授業できたことに思いをはせると、どうして

もお礼を伝えておきたかったのだ。 

 

７月７月７月７月11113333日（日（日（日（金金金金））））        

１学期最後の授業も２クラスある。１学期の授業

の感想を書いてもらう。帰って、一人一人が書い

てくれた感想を読んでいて、本当に癒された。 

また、妻であるが、これまで妻や私を心配して、

声を掛けてくれ話を聞いてくれる先生方が土居

中にいた。その中のお一人が、「河村先生はいじ

められとる」と委員会へ言いに行ってくれていた

そうなのだ。妻も私も、このとき始めてその事を知

った。そして、その人が「あんなことしてしまって

河村先生が嫌な思いをするんじゃなかろうかと後

悔しとったんよ」と妻に行ったというのを聞いて、

私も涙が出た。不思議な気持ちがした。人の苦し

みを自分のことのようにとらえてくれる人がいてく

ださる。ほんとうにありがたかった。 

 

７月７月７月７月15151515日（日）日（日）日（日）日（日）        

『数学だより』のNo.11、12をつくる。 

 

７月７月７月７月16161616日（月）日（月）日（月）日（月）        

校長に言われて、夏休みの勤務承認願いを再

度作り直しする。外勤承認願いも作り直す。教頭

から渡されたフォーマットにしたがってつくったの

に、「もっとくわしくせよ」と差し戻されたのだ。 

 

７月７月７月７月17171717日（火）日（火）日（火）日（火）        

妻が、夏休みの勤務承認願いと外勤承認願い

を出しに校長室へ行くと、その場に教頭がおり、

外勤を減らして病休を増やすよう、再々度の作り

直しを命ぜられる。そしてその後、さらに強力な

パワーハラスメントを受ける。 
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妻は、帰りの車の中で、その事を私に伝えなが

ら泣きだした。帰宅してすぐに、私は詳しく詳しく

聴いて書き下ろしていった。 

妻も、もう１学期もほぼ終わったから、全部話し

ても大丈夫だと判断したようだ。この日のこと、そ

して６月８日以降のことで妻が私に話してなかっ

たこと全てを聞いた。 

 

※ 妻は言う。「結局、教頭が何を言いたかっ

たのかはよく分からない。でもすごく嫌な

言い方をされて、心は傷ついている。これ

は６月１日に言われた時と殆ど同じだ。こ

の嫌な感じを与えるのは４月からずっと一

貫している。」 

 

※ この日、教頭が妻に言ったことは大変な

問題点をはらんでおり、しかも、校長・教

頭（管理職）同席の上で、妻に面と向かっ

て言っている。まさにパワーハラスメントで

ある。 

 

※ 妻が言うとおり、教頭が言っている内容は

４月に言っていたことと変わらない。 

 

※ ここに、うつ病罹患者に対する差別意識、

および、パワーハラスメントの本質が表わ

れているので、この日のできごとについて

は改めて後述する（12ページ～17ページ）

ことにする。 

 

 

７月７月７月７月20202020日（金）日（金）日（金）日（金）        

朝学校へ行って週案を提出する。 

それから、『成績一覧表』に目を通す。（期末テ

ストの成績も評定も、どうなってるのか一切教え

てもらってなかった。） 

びっくりした。観点１の「興味関心意欲」に２人、

Cをつけてあるのだ。 

 

一度帰宅したが、「これから生徒たちは通知表

をもらうんだなぁ」と思うと、ずっと気になっていた。

学年主任が７月１１日に妻に「興味関心意欲のA

が多すぎる。もっと減して、Cもつけないかん。」と

言っていたというのを思い出す。その後学年主

任は、私の家へ怒鳴り込んできた時、「興味関心

意欲のCはつけなくてもいいからAをもっと減ら

せ。」とのことだった。まさか、Cをつけるとは思わ

なかった。 

どうしてCなんだろうか？と生徒は考えるだろう。

そのうちの一人は絶対に納得できないだろう。私

も納得できない。もう一人はどうだろうか？1学期、

私がもっとも心をかけて見守った子である。その

子のこの３ヶ月を思い出した時、「絶対にCでは

ない」と強く思う。 

一体全体、どういう視点で、この２人の「興味関

心意欲」にCをつけたのか？ 

 また、観点２,３,４はテストだけでつけると言っ

ていたが、これがCCCとなる子の顔も思い浮か

ぶ。「あれだけがんばったのに、期末テストでそ

の成果も出たのに、結局Cか」と絶望するのでは

ないか？ その顔が目に浮かぶ。彼らのこの３ヶ

月間のがんばりと成果をよく知っているだけに、

つらい。彼らに対するフォローは絶対にいると思

う。一言声をかけておく必要がある。「１学期よく

頑張ったの。またがんばろうな」と。 

 

車に飛び乗って学校へ向かう。 

２階の廊下で終会が終わるのを待っていると、

学年主任が来て、「先生、学活中じゃきにウロウ

ロしたらいかん。職員室へ行きな」といって私に

ぴったりはりついて離れようとしない。 

５組への用事とやらでようやく彼が離れて行っ

たときに、学活終了のチャイムが鳴った。気にな

っていた生徒何人かに声をかけることができた。

しかしその中の最も気になっていた（「興味関心

意欲」にCをつけられていた）子に話しかけようと

していたとき、学年主任がまた戻って来て強引に

引き離そうとした。かなり強引だった。その子とは

絶対に話をさせてはならないという感じだった。

さらには玄関ホールに行って靴箱を見ていた私

に、同推までがやって来て、「先生、ウロウロした

らいかん」と言って職員室に私を連れて行こうと

する。それでもなお、私が玄関を出て下校指導

の様子を見ていると、校長が出てきて「先生、病

休中なんじゃきん、ウロウロしたらいかん。」という。

さらには、「先生は終業式に出てないんじゃきん、

ウロウロしたらいかん」という。 
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情けない体験だった。 

 

そのまま、帰宅する前に市教委へ行く。 

 

 

※ これまで、他校で卒業生などが来て「追い

返す」時に教師が取っていた態度そのま

まを、彼らは私にとった。《同じ教師集団

の一員》としてではなく、《邪魔者》、《要注

意人物》として接する態度であった。情け

なかった。そのように扱われる立場に立っ

てみて、本当に情けなかった。 

 

※ 気をつけなければならない。ことあるごと

に、彼らは、私や妻の神経を傷つけ、時

には逆なでしてくる。こちらを心配している

ような風を装いながら、プレッシャーをか

けてくる。そして、こちらの心は不安定に

なる。 

 

※ このままでは２学期、潰されてしまう、とい

うのが今の私の切実な悲鳴にも似た気持

ちである。 
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７月７月７月７月17171717日（火）日（火）日（火）日（火）     午前１１時２０分ごろ午前１１時２０分ごろ午前１１時２０分ごろ午前１１時２０分ごろ 

 

校長室にて。勤務承認願いを提出した妻に再々

提出を命じた後： 

 

教頭：彼ねえ。数学通信いうの出されとると思うん

ですよ。あの、僕も今日見せてもろたんじゃ

けど、中にですね、うつ病のこととかですね、

はン、まあまあ職員室でいやなことがあると

か、うつ病の話とか、出てるんですけどね、

で、まあそれあの、生徒も読むしね、保護者

も読むんですけど、あまりその、学校ではね、

そのまあ、自分の病気のこととかね、そんな

のはあんまり、あのまあ１回言うてるんだけど、

前言うた様にその、これまでもやっぱりまあ

何ぼかありましてね。あのう…。 

 

妻 ：教育委員会の方にですか？ 

 

教頭：まあ、地域のなかであったりして、Pの会長

さんなんかも言うて来られたりして、まあそう

いうのあるんで、前も言うたようにね、まあそ

れは、あの、病気のことなんだろうけどね、そ

のう、僕らとしては、あんまりそれは、あの、

理解いうてもね、なかなかその、奥さんにも

理解できんようなことを、だったって本人は

言よるわけで、その、あのまあ、本人も子供

らと出会えて嬉しかったっていうのはええと

思うんじゃど、うつ病で云々っていうのも、見

られました？ 

 

妻 ：いや、まだ詳しくは読んではないんですけ

ど、まあ主人の方からも読んどいてっていう

ことは 

 

教頭：あまり、ええ、あまりその、プラスにはネ、今

の状況、ならんのやないかと、思うんです

よ。 

 

妻 ：それは、ええと… 

 

校長：微妙な。これが出とるいうの見せてもらって、

僕らも（不明）じゃけど、まあいろんな受け止

め方があるので、まあその自分の病気のこと

で色々考え方をいうのは、その、（不明）、や

っぱりちょっとその微妙な、（不明）、受け止

め方が色々ある、 

 

教頭：まあ、ほれから、自分の職場の中でね、ま

あいやなことがあっても子供には言わんの

ですよね。中のことはね。僕らでも言うたこと

ないしね。 

 

校長：いろいろまだ何があったんだと詮索される 

 

教頭：ほななことは僕らも色々あって、面白いこと

ばっかりじゃないけんね。そんなことはなん

ぼでもあるしね。それは子供の前では絶対

出さんと。それが鉄則やと思うんだけど。 

 

校長：活字になるとやっぱり、ええことにはならん

し。 

 

教頭：でそのあの、うつ病のこと書いてるから、も

う僕らとしては、前言うたように、その、うつ病

というのは、まあ、ほれはもうその、言われる

ように、世の中だるうなって、ほんであそこの

お兄らがこの前もろてきたらしいけんど、ある

意味あれだろうけど、やっぱり、もう、一番最

初のその言うたこととかの姿いうのがあるか

ら、まあ、僕らとしてはそれを打ち消したいと

ころがあるんですよネ。まあ言うたら。今授業

ができてるから。そのまま行ってほしいと。い

う気持ちがあるから。 

またそれで要らん憶測があったりとか、ま

あすると、あんまりプラスにならんのとちゃう

か、とまあ、いうのはあるんですネ。 
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で、また、それで、あのう、やっぱり見よっ

たらやっぱりねェ、体の方もしんどいけん、

暑いのにヤッケ着たりとか、こうカイロ貼っと

ったりとか、赤外線のなんですかね、こんな

もん、あったりとか、あるとやっぱり普通子供

らが見たらね、「どしたんだろか？」というの

があると思うんで、まあほれはほれとしてし

ゃあないこっちゃけんど。 

でー、うつとか言う話になってくると、やっ

ぱり、家帰ったあと子供ら、言うてしもうたら、

まあ理解のある人だったらええんだけれど

も、やっぱりその、一番最初のあれがあって、

ジワっと、広がっとることがあるから、まあ、

せっかく本人ががんばりよってもね、そんな

んでまたぶり返したらね、せっかくこう打ち

消していこーという、がんばっとって、授業も

ええって言よんだけど、それだったらそれで

行ってもらったほうが、もう、えんじゃないか

なと、僕は思うんですよ。ほんじゃきん、そ

のあたりもどうかなあと、いうところはあるん

ですけど。 

 

妻 ：私としたら、それについて、何かどうこうとい

うことは、ちょっとこの場で、あのう先生がた

お二人に 

 

教頭：まあ。何とかせえと言うあれじゃないんだけ

ども、あのまあ、その方が、ぼくらとしては、

えんじゃないかなぁという、 

 

妻 ：ああ。お考えを 

 

教頭：ええ、お考えです。考えです。だからまあ、

あまりプラスの方にはいんかのじゃないかな

というのは間違いないと。 

 

妻 ：まああの、授業自体が成り立たないような状

況とか、まああの、本当に何を教えているの

かわからないっていう、そういう直接的生徒

に損害を被るようなことがありましたら 

 

教頭：ほやけど、まあ、あの。学校っちゅうのは授

業だけじゃないですからね。はっきり言うて。

僕らはもう、朝来てから生徒指導から始まっ

て、子供の心のケアから始まって、授業外の

とこでもいろんな相談活動とかしよるし、いろ

んなことを２４時間ずっと、あの、まあ、ね、ず

っとしよるわけで、授業だけできたらえっちゅ

う話しとちゃうんで、それはそれで今の状況

を考えて、僕らはそれでっていうことでやっ

てるだけの話であって、だったら、あまり、そ

の、マイナスになるようなことは、言わないほ

うがいんじゃないかなという、まあ、考えで

す。 

 

 

 

※ 帰りの車の中で、「勤務承認願いを出し

に行ったら教頭もいた」と聞いたので、何

か言よったか訊くと、妻はしばらく黙って、

それから「ウーーン」という。そして、「結局

何を言いたかったのか分からん。具体的

に訊いたら何もないんよ。でも、イヤなこと

をいっぱい言われた」と言って運転しなが

ら泣き出した。 

 

 

大変重要だと思われるので、ページを変えて

問題点を整理してみたい。 
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（１）《うつ病》に対する偏見と 

 《うつ病罹患者》への差別心について 

 

教頭は「地域から苦情の声がある」とか

「子供が見たらどうしたんだろうかと思う」と

かいうフレーズを、頻繁に言う。ことさらに

これを繰り返す。それは４月から今日まで

ずっと変わらない。 

 

その「地域からの苦情の電話」の具体的

な内容は、つい最近になって初めて聞いた。

６月にすでに教頭が本人に伝えるように妻

に言っていたらしい。妻はそれを私の耳に

入れては私が動揺すると判断して、私には

知らせなかったのだ、と言った。その判断

に感謝した。そして、厳しいパワーハラスメ

ントを、妻が私に代わって跳ね返してくれて

いたことに心から感謝した。 

「うつ病の教師を教壇に立たせていいの

か」とか「うつ病ということで生徒が怖がっ

ている」とかの声。これは、４月や５月上旬

の時点なら、確かに出るであろうことは想

像できる。日本の社会には、まだまだ厳し

い差別的風土があるからである。その教師

のことを具体的には知らず、「うつ病」とい

う言葉だけを聞けば、このような声が出る

のも仕方がないのかもしれない。 

このような電話は、市教委の方に入った

らしいが、私本人の耳には入れないように

配慮してくださったことを心から感謝した

い。 

 

しかし、学校の対応は全く違っていた。４

月２６日の時点で、教頭はすでに私と妻の

前で、このことを口走っていた。「昨日も委

員会のほうへ、『毛布をかぶっている教員

がいるがどうしたのか』と電話が入ったらし

い」と。「だから毛布をかぶるのはやめろ」

と、目の前で体が冷えて苦しんでいる私に

言ってきた。 

 

その後教頭は、妻に、「職員室で自律訓

練法をやるのはやめろ」、「ホッカイロを貼

るのはやめろ」、「給食の準備中に校内をう

ろうろするな」など言い、それを本人に伝え

るように何度も圧力をかけてきた。それら

すべてのことを、私は最近初めて妻の口か

ら聞いて知った。 

 

本来、学校という教育の場は、生徒のみ

ならず地域に対しても、人権意識を正しく

啓蒙すべき場所である。その現場において、

管理職は教職員の中でリーダーシップをと

るべき立場にある。 

 

たとえ、地域からそのような声があったと

しても、本人に心身の様子を「どうです

か？」と親身になって聞いて、それを受け

止め、そして、良い方向へ導く事ができる

はずだ。現に私は、市教委および妻から守

っていただき、そのおかげで、主治医から

「奇跡的」と言われるほどの授業復帰を遂

げることができた。そのいずれかがなかっ

たら、おそらく私は途中で倒れていただろう

と思う。 

 

その倒れる原因を作っているのが教頭で

ある。 

 

７月17日（火）に、管理職が言いたかった

ことは、「職員室でつらいことがあったとい

うような表現はするな」ということであるよう

だ。それも、《うつ病》という言葉でサンドイ

ッチにして挟んでカムフラージュし、さらに

《地域から苦情の声がある》と脅しをかけ、

そして本人のことを心配しているかのよう

な装いを見せて、《そういうことは言わない

ほうがよい》と暗に圧力を掛けてきている。 

 

『数学だより』では、慎重に言葉を選んだ。

生徒への感謝の気持ちは、本当に苦しい

時に楽しい授業によって私自身が支えら

れたことに対するものだった。 

 

もし、逆の立場だったとすると、私ならそ

の教師に「どうしたん？」と訊く。そして、そ

の原因が職員室に何かあるのであればそ
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れを取り除こうとするだろう。私が三島にい

たときの管理職は皆そのような人だった。 

 

しかし、土居中の今の管理職は、「職員

室でつらいことが」という一言に過敏に反

応して保身に走っている。 その姿は、まさ

に、自分たちがその「つらいこと」の原因で

あるという自覚があることを物語っている。 

 

うつ病を患い、それが回復してきて心身

症レベルまで良くなった。けれどもその心

身症の症状によって肉体的にギリギリのと

ころでがんばっている、社会復帰を果たそ

うとして必死で頑張っている。このような教

師に対して、学校現場は特にハードルが

高く、至る所バリアだらけである。 

したがって、「スモールステップ」という方

法が最も大切であると主治医から繰り返し

言われてきた。また、心身を守るための「ツ

ール」を使うことも必要であると。抗鬱剤も、

睡眠導入剤も、精神安定剤も、自律訓練

法も、ジャンパーやサポーターも、これらも

すべてが大切な「ツール」なのである。 

 

それを、教頭は取りあげようとしているの

だ。妻や私がそれを聞いて脅威を感じるの

も当然のことだ。主治医は大変立腹した。 

 

さらに、校内を歩いてみたり、集会に出て

みたり、生徒の給食活動や清掃活動を見

てみたりなどして、学校の様々な活動に

徐々に心身を慣らしていくことが必要であ

る。それを、安心して、「やりたい」という気

持ちが起こった時にやってみることが大切

で、しんどくなったらすぐにやめることが大

切だと主治医は言う。 

 

教頭は、「校内をウロウロするから子供

が怖がる」と言ったそうだが、妻からそれを

聞いたときには、また、異様な心持ちがし

た。少し前に、同じ言葉「ウロウロするな」、 

を学年主任と同推と、さらに校長からま

でも、投げつけられていたからだ。 

 

「うつ病は治りかけが大切だ」と主治医は、

去年の秋からずっとそれを私に言ってきた。

上記のような管理職らの言動は、せっかく

病状がよくなって学校復帰ができつつある

私を潰すような言動である。 

 

５月には、授業以外の時間も、徐々に学

校に居て、印刷をしたりプリントの仕分けを

したりすることができるようになってきてい

た。しかし、６月４日以降の管理職の冷た

い仕打ちに、また居れなくなった。７月中旬

以降は、職員室にさえ居れない。私が、職

員室で、必死の思いで自律訓練法をし「ツ

ール」を駆使して体温調節をして授業に備

えているのを、教頭たちは冷ややかに見て

いたわけだ。後に妻から、教頭が「あれを

やらないように本人に伝えとくように」と言

っていたと聞いて、本当にヒドイと思った。 

 

病休をできるだけ早く使い終わらせ、そ

のあと、「服務」の名のもとに、私を潰そうと

している。そんな実体が見えた。２学期が

真っ暗になったように感じた。 

 

うつ病は、特にその職場復帰に最善の

注意が要る。徐々に勤務時間を増やして

いくことも、そして、オーバーワークになら

ないようにすることも。 

 

「うつ病の教員がいては困る」という考え

は、まさに、うつ病に対する偏見であり、う

つ病罹患者に対する差別心である。 

仮に地域からそのような声が上がったと

しても、本人に知らせるべきことではない。 

さらに、「地域からそういう声が上がって

はいけないから」と言って、本人に「自分が

うつ病である事は隠せ」と強要するのも言

語道断である。 

これらはすべて、うつ病罹患者に対する

差別である。 
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（２）行為の悪質性について 

 

現在、人権意識が社会的に高まるなか

で、いろいろなところで差別は巧妙に陰に

隠れて仕組まれていることが多くなってい

るらしい。 

今回の教頭の差別発言には、そのような

巧妙なずるさがみられる。これが私たちの

心を痛めつける。いかにも私たちのことを

心配しているかのように装いながら、逆に

私たちの心を逆なでするようなことを長々

と畳み掛けてくる。 

その言い方は、かなり巧妙で、こうして書

き起こして文字にして目で読んでみても、

多くの人は、その差別性と悪質性を見逃し

てしまうだろう。 

 

差別性については先に述べた。次に悪

質性について指摘する。 

（実は、前項においても悪質性について

言及した箇所がある。そこと内容が重なる

ところがあるかもしれないが、大切なことな

ので、ここでも省略せずに触れる。） 

 

「せっかく本人ががんばりよる。またぶり

返してもいかん。このまま行った方がいい

んじゃないかと、僕は思う。」 

このような言い方がそれである。 

 

「このまま行った方が」、誰にとって誰にとって誰にとって誰にとって

．．．．．

いい

のか、そこは絶対に言わない。 

「私本人のためにいい」とは言ってない。 

 

実際、私は土居中へ来て初めて、生徒に

も「自分は２年前うつ病を発症した」という

ことをカミングアウトした。以前はまだでき

なかったことである。うつ病に倒れ休職に

踏み切ったときも、同僚には『うつ病』という

病名は知られたくなかった。心療内科へ行

くときも、知っている人に顔を見られやすま

いかとビクビクしながら行っていた。 

その私が、危険をおかしてあえてカミング

アウトするのには、理由がある。そうしなけ

れば、この病を克服して本当に社会復帰を

果たすことはできない、ということが、２年

間の闘病生活を通してわかったからであ

る。 

 

確かに、今の日本の社会は、まだまだ人

権意識、特に精神面に対する人権意識が

低い。それが現状である。そしてそのため

に毎年多くの尊い命が奪われている。 

 

いよいよ国が、『自殺対策基本法』を制

定して動き出した。 

しかし、人権意識啓蒙のリーダーとなる

べき学校（土居中）のトップがこの現状であ

る。 

 

私本人が、うつ病を克服して社会復帰を

果たすためには、回りの方々の理解が必

要である。だから、私がうつ病であったとい

うことを公表してでも、うつ病についての正

しい知識を持ってほしい。偏見をなくしてほ

しい差別心に気がついてほしいのである。 

 

その思いを、生徒たちは受け止めてくれ

たが、管理職集団は全く受け止めようとさ

えしなかった。 

 

「うつ病の教師が土居中に居ることを知

られてはいけない、何を言われるか分から

ない。だから隠せ。」という管理職の姿勢か

らは、私を支えてくれようと言う温かさは全

く感じられない。 

 

私と妻のことを心配して言ってくれている

のではないのだから、はっきりと「管理職の管理職の管理職の管理職の

．．．．

ためにとっていいことためにとっていいことためにとっていいことためにとっていいこと

．．．．．．．．．．

だからそうしてくれ。」

と言ってくれた方が、まだ私たちの心はか

き乱さずに済む。 

 

７月１７日の時点でも、教頭が４月と全く

同じ言い方をしていることに驚く。 

 

 



 

                              コピー・複製はしないでください。 17 

実際に、 

教頭は、つい口を滑らせてのだろうが、こ

う言っている。「僕らとしては、あんまり、そ

れは、あの、理解言うても、なかなかその、

奥さんにも理解できんようなことを。」 

うつ病は、奥さんにもなかなか理解し難

いんだから（４月に、私が心を開いて校長

と学年主任に訴えた病状の説明を、逆手

に取っている→これまた悪質）、 

うつ病の理解と言うても、なかなか、自分

にできるわけがないじゃないか、という開き

直りである。 

 

 

４月２６日に、「毛布のことで苦情の電話

があった」と教頭が言った。そのとき私は

「あれっ？」と思った。毛布は職員室でしか

かぶってなかったからだ。 

生徒の前ではかぶってないのに、どうし

て？と思っていた。妻が後に、「あれは内

部から出たんでしょう？」と聞いたとき、管

理職からは、否定も肯定もなかった。職員

室で毛布をかぶっている私の様子を「２，３

人の生徒が見た」という返事だった。 

 

「この間も地域から、苦情があった」と、

教頭は３ヶ月間ずっと私たちに言ってきて

いる。 

うつ病に対する理解がなければ、どんな

小さなことでも、これからも揚げ足を取って、

私に不利になるように持っていくことができ

るだろう。 

もし、２学期以降私が自律訓練法やホッ

カイロやサポーターを駆使するのをやめな

ければ、そのような苦情の電話はいくらで

も《製造》できるであろう。 

 

（２学期は季節が秋から冬へと変わる。

去年の１２月から３月まで体の冷えに悩ま

されたので、今年も大変心配である。） 

なお、教頭は、「教師は夜１０時まで学校

に残って仕事をやるのが当然だ」というよう

なことを言っている。これも、管理職が、公

然という言葉ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、この行為の悪質性をまとめると次

のようになる：  

 

 

「本人のため」と言いながら、「職員室で

つらいことがあったとき」という箇所に過敏

に反応して、保身に走る。その道具として、

《うつ病》を利用する。教頭の心の内に《う

つ病》に対する差別心があるから、それと

同じものが社会に広く深くある事をよく分か

っている。そして、それを「地域の声」と称し

て利用するわけである。 

 

また、「本人がきつそうだから」と言いな

がら、病休を本人の意に反してムリヤリ取

らせる（授業時間以外すべて）。そうして、

病休を早く使い終わらせて、その後《服務》

の名のもとに潰しにかかろうとする魂胆を

感じさせる。これは、大きな脅威であり圧力

である。 

 

配慮のかけらもなしに、６月に圧力を掛

けてくるのに使った《病休命令》と《服務報

告命令》は、管理職という権力を乱用した、

悪質なパワーハラスメントである。 
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３３３３....    市教委へのお願い市教委へのお願い市教委へのお願い市教委へのお願い    

 

以上のことから、切に切にお願いしたいことは、 

 

私および妻の人権救済のお願い私および妻の人権救済のお願い私および妻の人権救済のお願い私および妻の人権救済のお願いです。 

 

今のままだと、私は土居中で差別とパワーハラスメントを受けて、２学期に

はつぶされてしまうだろうと思います。 

 

 

主治医は、 

「一学期、厳しいパワハラの中で、授業がそれだけできるようになっ

たのは、すごいことだ。だいぶスモールステップのこつをのみこんで

きたので、このままいければうつ病の再発はあまり心配しなくてい

い」 

と言ってくれました。しかし、同時に、 

「２学期、パワハラがどうなるかで、せっかくここまで復帰できてき

たのもどうなるか分からない。」 

とも言われました。そして 

「早めに教育委員会に相談した方が良い」 

と何度も言われました。 

 

 

 

どうか人権救済の手立てをお願いします。 
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付記 

 

以下は、校長に要望したいことの草案です。下記（１）、（２）、（３）、（４）（特に下

線部）の保障が、私にとって２学期に早急に必要であることは、ここまでお読みいただけると

分かると思います。（１）、（２）、（３）、（４）について、委員会から管理職を指導して

いただけるとありがたいです。 

（５）が実現されれば、実は、自然に残りのことも解決していくと思うのですが、土居中に

おいてはもっとも難しいのが（５）だろうと思います。（５）についても、今後慎重に改善の

対策をとっていただけるとありがたいです。ただし、土居中学校におけるこのようなパワーハ

ラスメントには根深いものがあるように感じます。生徒集団のイジメ同様に、中途半端な姿勢

で臨むと、ますます陰湿化する恐れがあります。そのことをご配慮の上、お願いできたらと思

います。 

 

 

校長への要望 

 

（１） 病休のこと 

本人は今年、病休はとりたくなかった。しかし病休をとらざるを得ない状況に追い込ま

れた。 

うつ病に対する正しい認識を持ち、温かい配慮を具体的に示してほしい。本人は、自律

訓練法など、ドクターから教えてもらったツールを駆使してなんとか授業ができるように

なった。 

こうして完全復帰に向けてがんばっている。 

それには、時間がかかる。ひとつひとつ、無理をせずにやっていくしかない。 

すぐに２学期に全部ができるようにはならないだろうし、逆にそのようなことを目的に

したら倒れてしまう。 

２学期は、学校で授業の準備をしたり、校内に居ることに心身を慣らすことも、大切な２学期は、学校で授業の準備をしたり、校内に居ることに心身を慣らすことも、大切な２学期は、学校で授業の準備をしたり、校内に居ることに心身を慣らすことも、大切な２学期は、学校で授業の準備をしたり、校内に居ることに心身を慣らすことも、大切な

勤務であると認めてほしい。勤務であると認めてほしい。勤務であると認めてほしい。勤務であると認めてほしい。授業以外にも校内に居る時間を勤務時間授業以外にも校内に居る時間を勤務時間授業以外にも校内に居る時間を勤務時間授業以外にも校内に居る時間を勤務時間としてとしてとしてとして認めてほしい。認めてほしい。認めてほしい。認めてほしい。    

 

 

（２） 報告（服務）のこと 

残念ながら、１学期に５人（校長、教頭、教務、学年主任、同推）から受けた、差別と

パワーハラスメントによる心の傷は大きい。 

主治医から、「私の病状にとって危険な人物との接触はできるだけ避けるように」と言

われている。 

それで、妻が私に変わって、毎日報告を行っていたが、妻も７月には精神的ショックを

受けた。また、今後私の体調が良くなって自分で運転していけるようになったとしても、

その後も報告だけのために、妻が土居中との往復を続けていくのは、負担が大きい。 

そこで、そこで、そこで、そこで、前もって１週間ごとの勤務予定を示す前もって１週間ごとの勤務予定を示す前もって１週間ごとの勤務予定を示す前もって１週間ごとの勤務予定を示すので（それでので（それでので（それでので（それで私の私の私の私の所在ははっきりする）所在ははっきりする）所在ははっきりする）所在ははっきりする）、、、、

毎日報告は直接しなくてもいいように配慮してほしい。（どうしても報告が必要なら保健毎日報告は直接しなくてもいいように配慮してほしい。（どうしても報告が必要なら保健毎日報告は直接しなくてもいいように配慮してほしい。（どうしても報告が必要なら保健毎日報告は直接しなくてもいいように配慮してほしい。（どうしても報告が必要なら保健

室に報告室に報告室に報告室に報告すすすすればいいようにしてほしい。）ればいいようにしてほしい。）ればいいようにしてほしい。）ればいいようにしてほしい。）    

※ ８月上旬までにお返事をいただきたい。 
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（３） 評定のこと 

評定は、教師が、そのかかわる子供一人一人を見つめて、学期の最後に、子供及び保護

者に渡す大切なものである。 

そこには大切な「目的と理念」がある。 

ところが、『通知表（評価）の記入について』というプリントの「１.通知表の役割、２.

留意事項 のところに書かれていることは、土居中では建前化してしまっている。 

その結果、公にはできないようなとんでもない事を平然とやってのけるところまで、管

理職たちは暴走してしまった。 

少なくとも、教科担任がその良心においてうなずけるようにしてほしい。 

そのために、２学期そのために、２学期そのために、２学期そのために、２学期以降以降以降以降は、は、は、は、少人数学級においても、少人数学級においても、少人数学級においても、少人数学級においても、教科担任が自分でその関わる子供教科担任が自分でその関わる子供教科担任が自分でその関わる子供教科担任が自分でその関わる子供

一人一人の評定を出せるようにして欲し一人一人の評定を出せるようにして欲し一人一人の評定を出せるようにして欲し一人一人の評定を出せるようにして欲しいいいい。また１学期の評定についても、。また１学期の評定についても、。また１学期の評定についても、。また１学期の評定についても、再度再度再度再度徹底的に徹底的に徹底的に徹底的に

吟味・検証をして、教科担任（私）が納得いく返事をして欲しい。吟味・検証をして、教科担任（私）が納得いく返事をして欲しい。吟味・検証をして、教科担任（私）が納得いく返事をして欲しい。吟味・検証をして、教科担任（私）が納得いく返事をして欲しい。    

（※ 未だに私は、校長から、成績についても評定についても、その詳細や規準を

一切知らされていないし、その理念についての共有も一切されてない。ただ、

１学期の私の教育活動を否定されただけで終わっている。このままでは、２学

期の授業のイメージを創れない。） 

 

なによりも、校長がしっかりと心を開いて教科担任（私）の思いを聞いて、そして、受

け止めて欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 心身症対策用の「ツール」のこと 

２学期は秋から冬へと季節が大きく変わるときである。昨年、学校という現場は寒さに

関して無防備でありすぎることを痛感した。 

土居中でも、校内に体温調節（自律訓練法）をできる場所が「ない」と言われることは

大きな不安材料である。自分で最善の注意を払っていても、気候の変化にダメージを受け

て、倒れてしまうようなことがあるかもしれない。 

体温調節のための種々の体温調節のための種々の体温調節のための種々の体温調節のための種々の《《《《ツールツールツールツール》》》》が私にとっては必要不可欠のものであるということが私にとっては必要不可欠のものであるということが私にとっては必要不可欠のものであるということが私にとっては必要不可欠のものであるということ

を理解して、「それをやめろ」というような圧力は掛けないようにして欲しい。また、４を理解して、「それをやめろ」というような圧力は掛けないようにして欲しい。また、４を理解して、「それをやめろ」というような圧力は掛けないようにして欲しい。また、４を理解して、「それをやめろ」というような圧力は掛けないようにして欲しい。また、４

月からお願いしている月からお願いしている月からお願いしている月からお願いしている、、、、身体を横たえて体温調身体を横たえて体温調身体を横たえて体温調身体を横たえて体温調節節節節（自律訓練法）（自律訓練法）（自律訓練法）（自律訓練法）できるできるできるできるようなようなようなような場所を考え場所を考え場所を考え場所を考え

て欲しい。て欲しい。て欲しい。て欲しい。    
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（５） 職員研修のこと 

うつ病と戦う苦しさ以上に、パワーハラスメントを受けて倒れそうになる苦しさの方が

今は大きい。 

もうこれ以上私たち夫婦を苦しめないでほしい。 

本当に、一人の人間として、心を開いてほしい。 

 

５人（校長、教頭、教務、学年主任、同推主任）がこれまでの路線でいく限り、それは

難しいのかもしれないが、校長はリーダーなのだから、人間的な心を持って、４人をまず

リードしてほしい。 

 

まず、身内（４人）に甘く、弱い立場の教師に厳しいという姿勢を逆にしてほしい。 

例えば、 

・タバコは通用門のところでも吸わせない。 

・学年主任など４人の服装はきちんとさせる。 

・更衣室を４人のランチルームとさせない。  …など 

逆に、少なくともうつ病などドクターからの診断書のある教師に対しては、臨時休憩室

を準備する等して、メンタルヘルス対策を、具体的な形として行ってほしい。 

 

 

今は、５人が、他の弱い立場にある教師を心的に脅かす存在になってしまっている。そ

して、５人を中心として、不当な事がまかり通っている。そこのところを変えなければ、

根本的には何も変わらないだろう。これからも、不当に差別されて苦しむ教師を、作り続

けるだろう。まず、管理職がこれを改悛して欲しい。 

 

 

そうして、大切な情報はどの教師にも当たり前に伝えられるような、仲間意識の持てる

学校教師集団を、まず５人が範となって作ってほしい。 

 

 

 

さらに、その上で、うつ病について職員研修の場を持ち、うつ病やメンタルヘルスに対

する知識と理解と共感を、教職員が深めるれるようにしてほしい。 

それが、一日も早く実現することを、私は望んでいる。 

 

 

うつ病の《自殺衝動》は、突然やってくるもので、それは、周囲の不理解によるところ

が大きい。それは、『自殺総合対策大綱』にも明記されている（『追い込まれた末の死』『追い込まれた末の死』『追い込まれた末の死』『追い込まれた末の死』）。

そのような観点からも、『自殺対策基本法』の基本理念に則って、一日も早く、《誰もが

安心して居ることのできる学校社会》を実現させて欲しい。 

 

なお、学校内における具体的なメンタルヘルス対策として、《教職員の心の健康を図る

ための必要な措置》を早急に講じてほしい。 
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土居中学校におけるパワーハラスメントの

記録 〔補足〕 

２００７年５月～７月 

（本人の妻による） 
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この文書は、本人（主人）の 

『  土居中学校におけるパワーハラスメントについて 

救済のお願い           』 

の事実の記録を、補足するものです。 

 

この文書の取り扱いについては、上記の文書の取り扱い（下記）と

同様に慎重にお願いいたします。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

『土居中学校におけるパワーハラスメントについて 救済のお願い』 

            

 

この文書の目的は、 

現職場における私へのパワーハラスメント（イジメ）に対する、救

済のお願い 

です。 

 

この文書の取り扱いについては、下記の意味において、慎重にお願いいたします。 

 

この文書の存在および、内容のすべてまたは一部が、学校現場関係者に知られな

いようにお願いいたします。 

それは、どのようなルートで、土居中の 5 人（校長、教頭、教務、学年主任、同

推）に流れるか分からないからです。 

そして、彼らがそれを知った場合に、私に対するパワーハラスメント（イジメ）

が、今後、よりいっそう陰湿に、かつ悪質になる恐れがあるからです。 

 

土居中管理職と接触する折、もしも私のことが話題に上がる場合には、「本人（や

その妻）が（パワーハラスメントについて）こう言っていた」というようなことは、

おっしゃらないようにしていただけたらと思います。 

 

よろしくお願いいたします。 

 



５月３１日木曜日５月３１日木曜日５月３１日木曜日５月３１日木曜日   

第１回市教委面接。 

 

    

６月１日金曜日朝６月１日金曜日朝６月１日金曜日朝６月１日金曜日朝 

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

 

私私私私    「昨日のことで…」と話し出そうとしたが、校長

は、上の空。 

私は、委員会との面接の結果を伝える目的だっ

たが、しばらくおいて、次長さんと教頭が入って

きたので、驚いた。 

 

教頭教頭教頭教頭「実は、地域からの苦情の電話が委員会と

事務所に入った。病気の人を教壇に立たせて大

丈夫なのか？と」（男性と女性とから計３件くらい

だったらしい。） 

市教委は、この事実を知った上で、５月２９日

面接をした。（らしい） 

 

次長次長次長次長「このことは、私の方から言わないかん事だ

った。本人が一生懸命やっていることが分かった

ので、言わなかった。その話をしなかったというこ

とを学校に伝えた。」 

（市教委の配慮に感謝。） 

 

教頭教頭教頭教頭「最初の時に変なこと(誤解されるようなこと)

を言ったから、いろいろ言われるんだ。それと毛

布の件も。さっきもそうじゃけど、職員室で自立訓

練しよるのは、気味悪いから慎め。」 

教頭教頭教頭教頭 ｢給食指導の時、学年の廊下をうろうろす

ると、子どもが不安がったり、怖がったりするから

困る。｣ 

 

私私私私    「四月当初なら、いろいろ言われるのは、わ

かりますが、今いい感じに授業できているから、

このことは、本人には、言えません。」 

  

 

私私私私    「本人が病休を気にしつつがんばりよったの

は、給与面のことも考えているからです。」 

教頭教頭教頭教頭「勤勉手当がなくなるだけでしょ。」 

教頭教頭教頭教頭「公務員は、休みが多て、給料ようけもらい

よるいう非難もあるんですよ。」 

教頭教頭教頭教頭「他の先生は夜遅くまで残って仕事しよ

る。」 

私私私私    ｢できるのであれば、主人だってバリバリ仕事

します。以前は他の先生と同じように、夜遅くまで

やってたんです。ただ、今はできないんです。｣ 

校長校長校長校長は一言も言わなかった。 

 

教頭教頭教頭教頭「世間一般の非難の声もあるし、本人もきつ

そうなし、だから授業以外は病休にしましょう。」 

※いかにも、『相手側に立って、相手の思いをく

んでいますよ』というふりをして、自分の言い分

を通そうとしている。 

 

私私私私    「それは取りたくないんだ。なるべく病休を取

らずにやりたい。早く復帰するためには、いつま

でもズルズル取るのは、よくないんだ。」 

私私私私    「病休をとったら、こちらも不利になる。」 

教頭教頭教頭教頭「どんな不利があるのか？」 

私私私私    「給与面でも減るし…。」 

→翌日の教務の嫌がらせにつながる。 

教頭教頭教頭教頭「全部で６０日かいね？」 

次長次長次長次長「いや、９０日ある。」 

教頭教頭教頭教頭「授業にだけでも出てきよったら週に３日くら

いのもんでしょう？」 

私私私私    「いや、そんな。３日どころではすまないんで

す。あっという間に、９０日きてしまいます。」 
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※病休に対する受け止めが軽かった。「大変じ

ゃなー、なるべく取らんでいい様にしてあげた

いなあ」、というような雰囲気は全くなかった。 

 

 

次長次長次長次長「本人に伝えてください。服務も『いつ来まし

た。いついつ帰ります。』という報告をするよう

に。」 

 

結論。学校が伝えたかったこと： 

① 授業以外はすべて病休にせよ。 

② （服務）報告をきちんとせよ。 
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６月４日月曜日６月４日月曜日６月４日月曜日６月４日月曜日 

 

    

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

校長校長校長校長「服務（報告）をきちんとしてくれ。」 

私私私私    「気を悪くされるかもしれませんが、いちいち

本人が報告せよというのはできかねます。」 

校長校長校長校長「考えときます。」 

 

    

    

私私私私のののの日記日記日記日記よりよりよりより     

校長室にて学校長と話す（午前９時４０

分から１０時２０分）。 

金曜日の学校側（教頭同席）の提案（と

受け取っていたが）『病休扱い』の件は主

人と相談の上承認した。しかし、本人はで

きるだけ早く校務につきたいと希望して

おり、６月中で病休を止めたいと考えてい

る。→病院（６月２日）の報告→学校側に

配慮してほしいことを伝える。 

    

    

    

    

回想回想回想回想（（（（7777月月月月20202020日）日）日）日）    

  

朝、校長室へ行き、 

教務からの嫌がらせのことを伝えた後、 

（１）６月６日、７日休むこと 

（２）『授業以外は病休にせよ』を本人に伝えたと

いうこと。 

↓ 

（本人が、とにかく「病休を取りたくない」というこ

とは一貫している。ただ現状況を見たときはそう

いう方法を考えてなければならないから、当分

それでやってみようと思ういうこと。 

 

（３）６月２日病院に行った結果 

「授業ができているのはすごいこと。だけど色々

無理をしている。気を付けなければならない。」

と医師から言われた。 

 

（４）「次長さんが服務報告せよと言われたけど、

主人の体調は不安定なので、服務の報告をい

ちいちするのはまだ難しいです。それはしかね

ます。」 

 

（５）私の方からの要望 

①主人に声をかけてほしい。 

②職員会資料など、最低限のことは教えてほし

い。 

 

 

これに対して校長は、 

校長校長校長校長「一応

、、

聞いときました」 

 

※この「一応」と言う言葉に不安を感じた。校長

は「分かりました」とは決して言わなかった。 
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６月６月６月６月８８８８日日日日金金金金曜日曜日曜日曜日    

    

回想（回想（回想（回想（7777月月月月20202020日）日）日）日）    

    

次長次長次長次長「服務の件でお話があるので電話をくださ

い。」（留守メッセージ） 

私私私私    「お伺いします。」 

委員会へ出向く。１０分から２０分の話。 

教務からの嫌がらせの話をする。 

次長次長次長次長「服務（報告）のこと校長から聞いたけど、

できてないそうだ。これは委員会としてもしてもら

わないと困る。委員会が悪者になってもええから、

『これは委員会命令だ』と言ってくれてええか

ら。」 

私私私私    「これは、当人にとっても、とてもプレッシャ

ーになることなので大目に見てほしいんです

が。」 

次長次長次長次長「できんのはなー…」 

私私私私    「私がしましょうか。」 

次長次長次長次長「そうしてください。事務室にでも。」 

    

    

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

 

主人を迎えに行ったとき（昼過ぎ）、私が事務

室に報告する。「今から帰ります。」 

帰って主人に概略を話すと、主人はたいへん

不安定になった。 

午後すぐ市教委へ行く。（主人と私） 

    

教育長教育長教育長教育長「事務室へ報告をしたんでよい。」 

主人は、やっと安定した。 

    

６月１１日６月１１日６月１１日６月１１日（（（（月月月月））））から６月１５日から６月１５日から６月１５日から６月１５日

（（（（金金金金））））の間で１回、の間で１回、の間で１回、の間で１回、    

 

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

 

校長室で校長と私、話をする。 

その時初めて、 

私私私私    「教頭を呼んで下さい。いっしょに聞いてもら

いたいことがある。」 

私私私私    「前に次長さんから言われた《地域からの電

話》というのは内部からでしょう？」 

校長校長校長校長「ええーー。そんなーー。」 

（↑「違います」とは言わなかった」） 

 

私私私私    「もし仮にそんなことしないとしても、保護者

から学校に電話があったとき対応した人が居る

はずでしょう。そのとききちんとした対応をしてい

れば、委員会や事務所にまで電話ということには

ならないはずでしょう？」 

私私私私    「うつ病と精神病とは完全にちがう。主人を見

て怖そうというのは偏見です。偏見をなくすため

にも研修の機会を持って、正しく病気の理解をし

てほしい。お願いがあるんですが、先生がたの

研修をしてほしい。主人のことをみんなの先生方

にわかってもらいたい。」 

私私私私    「教科会や職員会では、どのようなことが話し

合われているのか、出席できないので、資料だ

けでも渡してほしい。」 

（校長→一応、メモを取りながら聞く。） 

    

    

その後、その後、その後、その後、6666月月月月21212121日まで毎日日まで毎日日まで毎日日まで毎日、、、、事務室に服務事務室に服務事務室に服務事務室に服務報告報告報告報告

する。する。する。する。    
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６月６月６月６月２１２１２１２１日木曜日日木曜日日木曜日日木曜日    

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

事務長さんに言おうと思ったら、事務室にいな

くて、たまたま教頭と事務長さんが職員室から歩

いてきた。 

私私私私    「今出勤して授業に入りました。」 

教頭教頭教頭教頭「奥さん。報告は事務室じゃなく、校長や僕

に直接行ってください。校長がおらんときは職員

室に僕がおるけん２人ともおらんかったら事務室

に言うてください。僕もおらんことが多いけどな。

事務室も仕事中じゃけん。」 

それで下校する際に、事務長さん事務長さん事務長さん事務長さんに、校長から

どう言われているのかを訊く。 

事務長さん事務長さん事務長さん事務長さん「校長からは、そういう話があるという

ことは聞いていない。だから、報告をされてもどう

いうリアクションをとったら良いか解らなかった。

それで教頭に相談した。」    

    

    

    

６月６月６月６月２２２２５５５５日日日日月月月月曜日曜日曜日曜日    

私私私私のののの日記日記日記日記よりよりよりより  

校長室にて校長に服務の件、確認する。 

私「校長にのみ報告します。職員室には本人

が居るので、わざわざ私が改めて『出勤しま

した』と報告に入るのはおかしいのでは？校

長先生が校長室等にいないときはそれで失

礼します。」  校長「それで良い。」 

私「無視無視無視無視するのはやめてほしいするのはやめてほしいするのはやめてほしいするのはやめてほしい。。。。主人だけ

でなく、私があいさつしても無視をする。情

報は渡してくれ。学校の動きがまったくわか

らない。」 

    

回想（回想（回想（回想（7777月月月月20202020日）日）日）日）  

朝１５分間ほど校長に聞く。 

私私私私    「委員会指導は、《校長か事務長か誰かに

報告すればいい》ということだったので、その後

毎日そのように報告を続けてきた。しかし、木曜

日の朝、教頭からこういうことを言われたので、

事務長さんに聞いたら、「知らない」ということだ

った。そのあたりは、校長先生、教育委員会から

はお聞きしてないんでしょうか？」 

校長校長校長校長、言葉を濁す。 

私私私私    「校長先生がおいでるときは、私は校長先生

に挨拶することにします。いないときは、いない

からといって校長先生を探してまわるのは負担

が大きいから、それについては考えてください。

校長先生がいないからといって、教頭先生に言

いに行かなければならないのか？朝主人が職

員室にいることは見て分かるのではないか？」 

校長校長校長校長「そこまで厳密なことを言っているのではな

い。他の先生にもこういうことがあるので、（報告

をしろということは）全体に言っている。先生だけ

に言っているのではない。」 

私私私私    「朝は校長室にいらっしゃらなかったら、それ

で私は失礼させてもらいます。今までの授業も１

回も休んでいない。どこにいるか分からないとい

うことはないでしょう？」 

校長校長校長校長「それでよい。」 

私私私私    「病休は、本人はできるだけ取りたくないん

です。テスト期間中出勤しても、病休扱いになる

んでしょうか？」 

校長校長校長校長は『なる』とも『ならん』とも言わなかった。

「テスト期間中は、監督が入っていれば当然出

勤だ。それ以外なら病休だ。」。 
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７月２日７月２日７月２日７月２日    

日記日記日記日記よりよりよりより  

６月２９日に病院に行ったこと報告す

る。→「あまり変化がない」との受け止

めしかしてもらえなかった。コリン性じ

んましんの話などもしたが…。 

期末テストの件を話す：試験範囲や内

容についてまったく事前に情報を与えて

もらっていない。生徒から教えてもらっ

て初めて知る。範囲が授業より広いので

どのように授業を組み立てるか非常に悩

みストレスがひどかった。せめて一方的

でもこちらからは聞けないので、プリン

トを机の上に置くなり手立てをしてほし

い。（５月にも６月にも同様のことを言

った。→変化なし） 

 

 

 

 

７月１０日７月１０日７月１０日７月１０日    

日記日記日記日記よりよりよりより    

午後０時ごろ学年主任から電話あり。

主任「評定を出すように。」 

私 「評定は朝出勤して一覧表に記入

してある。」そのように伝える。 

 

２回目１時ごろ。同じく学年主任から

電話。 

主任「あれでは駄目だ。ほかの二人の

先生と合わない。また興味関心意欲のＡ

が多すぎる。もっと減らしてＣもつけ

よ。」 

私 「今日はすでに病休をとっている。

見直しはできない。」 

 

２時ごろ。留守メッセージ「至急折り

返し電話するように。」  その後３回

電話あり。 

 

夕方５時４０分ごろ自宅にくる。 

主任「どうしてもやれ。できないのな

らデータをパソコンから出せ。」 

私 「同じものは一覧表で渡している。

それを拾えば集計できる。」 

ここで初めて「評定はすべて本宮がつ

ける。」ということを聞く。「高橋の分

もそうする。データを出してくれ。」（６

時過ぎまで。） 

 

夜７時３０分、校長に電話する。 

私 「やり直しの命令は聞けない」 

校長「教科でよく話し合って調整をし

てほしい」 

私 「それができるなら、今になって

こんなにもめたりはしない。」 

校長「後手にまわったのは確かだ。」 

夜８時。学年主任に電話する。 

私 「とても荒れて、パソコンが起動

しなくなった。データは出せない。前に

渡してある表でやってください。」 

主任「わかった。こちらで拾って出し

直す。」 

 

情報情報情報情報をををを渡渡渡渡してしてしてして欲欲欲欲しいとしいとしいとしいと常常常常にいいにいいにいいにいい

続続続続けてきたけてきたけてきたけてきた。。。。がががが、、、、まったくなにもまったくなにもまったくなにもまったくなにも

変化変化変化変化なしなしなしなし。。。。    

そのそのそのその結果結果結果結果ががががここにここにここにここに来来来来てててて、、、、大問題大問題大問題大問題とととと

なるなるなるなる。。。。    
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７月１１日水曜日７月１１日水曜日７月１１日水曜日７月１１日水曜日  

 

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

 

私が、校長に電話したとき、初めて声の調子

が変わった。むっとした感じに。普段は感情を声

に出さない。この時は「何を！」みたいな感じに

なった。そして、校長「どこの病院ですか！？」 

 

ドクターから指導されたことを伝える。 

私「不安定な時は休みなさい。危険な場所だ

からそんなところに行ってはいけない。そんな仕

事をしてはいけない。そんなときに仕事をさせる

のは認識がなさすぎる。」  

ここまで言ったとき、校長の声のトーンが険しく

なる。 

 

病院の先生の話として： 

「今は学校からの命令に従える状態ではな

い。とにかく、離れて休むことが大切だ。」 

明日は授業があるので行きたい。と言う

と、 

「その考え方が危ない。休む必要のあると

きに無理をすると立ち直れなくなる。」 

学年主任から電話が何度もあり直接どうし

てもやれと家まで来た。と言うと、 

「病気に対する認識がなさすぎる。本人が

できないと言っていることは、やらせては絶

対駄目だ」 

「とにかく少しでも離れて休みなさい。」 

このような指導を受けた。そういうわけなの

で、『興味関心意欲』」対して見直すという

仕事はできない。精神安定剤と睡眠剤を

多用している。 

以上のように中央病院から電話。 

 

７月１３日金曜日朝７月１３日金曜日朝７月１３日金曜日朝７月１３日金曜日朝  

 

私のメモより私のメモより私のメモより私のメモより    

 

校長会でメンタルヘルスについて研修。 

校長校長校長校長「『命令するな』と言われました。『命令は出

してはいけない』と話があったので、本人にはな

んといってよいかわからなくて、困っている。」 

私 「命令がすべていけないというのではありま

せん。」 

 

 

７月１７月１７月１７月１７７７７日日日日火火火火曜日曜日曜日曜日 

 

これについては、本人（主人）が別にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

７月２０日に１学期を回想する：７月２０日に１学期を回想する：７月２０日に１学期を回想する：７月２０日に１学期を回想する：    

 

学校の姿勢は一貫している。「自分の方針に

従ってこない者はやめろ。」と言う感じ。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


